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高速増殖原型炉「もんじゅ」の運転再開中止を求める要望書
  私たちは岐阜市とその近郊に住み岐阜県内を高レベル放射性廃棄物の処分場にしないことと、原発のない未来をめざすグループです。

  岐阜県は福井県に隣接し１年の大半が敦賀の風下です。美浜町水晶浜から飛ばした風船が2、3時間で岐阜県内の広い範囲に到着する位置にあるため、高速増殖原型炉「もんじゅ」の運転再開に強い危機感を抱いています（別添1、2）。

岐阜県議会は県内が「もんじゅ」の風下であること、更にプルトニウムとナトリウムを使う原子炉であること、そのため運転再開に対し県民の不安が高まっていることを受け、3月25日「「もんじゅ」の安全に関する積極的な情報提供を求める意見書」を全会一致で可決しました（別添3）。

要点は岐阜県は国の「原子力施設等の防災対策」では対策を重点的に充実すべき範囲には含まれないが、

	年間の大半が「もんじゅ」の風下となる状況から、万が一事故が起こった場合には、汚染物質が流れ込むのではないかと多くの県民は、防災上の不安を感じている。

よって、国におかれては、「もんじゅ」の安全性について、積極的に、かつ、住民が理解しやすい方法で提供し、誰もがその安全性に疑念を抱くことなく、安心して暮らせるようにすることを求め


ています。これが岐阜県議会の総意です。

  「もんじゅ」はわずか40%の出力でナトリウム漏洩火災事故を起こし、14年間も停止しています。このように長期停止中の開発途上の原子力炉を動かした例は世界になく、長期停止による配管の腐食や機器の劣化は避けられません。また、構造上の問題から蒸気発生器細管などはひび割れのチェックすらできません。
  国は「活断層の上には原発は作らない」と説明し、原子力機構は「もんじゅの直下には活断層はない」と説明してきましたが、専門家の指摘により直下にマグニチュード6.9の2本もの活断層の存在を認めました。国はそれでもなお、安全は保たれていると判断しました。しかしこの判断は事故の影響が甚大な原発、とりわけプルトニウムを燃料とし、ナトリウムを冷却材とする薄い配管が複雑に曲がりくねった「もんじゅ」に関しては、国民への説明をないがしろにした行為です。
　また、最近、複数のナトリウム警報装置の1種類が鳴ってもすぐには運転を止めないという手順が明らかになりました。14年前の事故の反省を踏まえ、安全を最優先に進めるという原子力機構の説明と手順の実態はかけて離れています。

　原子炉本体、地震、危機管理のいずれをとっても、完全とは言い難いのではないでしょうか。

「もんじゅ」の運転再開の判断は、今、知事の手に委ねられています。岐阜県議会の意見書や「もんじゅ」の風下地域で事故の危険に脅える私たちの運転再開中止を求める願いを聞き届けてくださることを切に望みます。

高速増殖原型炉「もんじゅ」の運転再開を認めないことを強く要望します。　　　　　　　　　　　　　　                                                                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

連絡先　放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜
                                   　　 　　
PAGE  
1

